































お 口を出し 手までも出して 子等壊すKeyword：大きなお世話，子どもの思い，教師の思い
某市某研修会でのこと。「紹介する生徒のこの版画作品，まだまだ不十分であること
は十分承知。しかし，モノとモノとの組み立てや色合いを修正させ，とりあえずは見
られるものに仕上げさせた」と，得意満面，意気揚々の中学校美術教師の実践発表。
なるほど当該教師の思い通りの作品を作らせることには成功していました。しかし，
それだけのことです。心象表現におけるこうした教師の「思い」や「意図」の押しつ
けは有害無益。教師の思い通りの作品をつくらせる過程で失わせてしまうかもしれな
い力（自主性，主体性，チャレンジ精神等々）のこと考えると焦燥感をさえ抱きます。
こうした現象は中途半端な自信（自負）を持つ教師にまま見られます。〈ま（Page
47）〉における私の若気の至りと同根です。主体性のない指示待ち人間，言われたこ
とを黙々とこなす人間を求める人々には好都合かも知れません。しかしそんな美術教
育であれば学校には要らないと私は思います。
一方，美術や美術教育に全く自信のない教師（日本の美術教育の所産？）も要注意
です。こうした教師は子どもたちの実態は無視し，「教科書付き指導書」通りの授業や
市販の「描画プロセスのシナリオ」等に依存する授業を展開します。いわく「下へ，
ゆっくりゆっくり，ふるえるように…」や「かこうとする自分の顔を画用紙の上でな
ぞりなさい」「まず口をかきます。口と鼻はどちらの幅が広いですか」「目のわきのし
わをかきなさい」「髪の毛をかきなさい。百本以上かきなさい」と，先生の指示で全員
が整然と描き進めます。こうして北海道の教室でも沖縄の教室でも“見事な絵（規格
作品）”が無事に生産され“指導の証”として参観日に掲示されます。同等（同質）で
あることをおおくの保護者も喜びます。いったい誰のための美術教育なのでしょうか。
私の若気の至りを象徴する小学校２年生の作品
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